
構 造 改 革 特 別 区 域 計 画

１ 構造改革特別区域計画の作成主体の名称

五島市

２ 構造改革特別区域の名称

五島市奈留地区小中高一貫教育特区

３ 構造改革特別区域の範囲

五島市の区域の一部（奈留小・船廻小・奈留中校区）

４ 構造改革特別区域の特性

（１）五島市奈留地区が有する特徴

同地区は，平成の合併により平成１６年８月１日，五島市となった。奈留島は長崎

県の西方，五島列島のほぼ中央に位置し，五島市福江島からおよそ１７㎞の距離にあ

る。起伏ある地形と入り組んだ海岸線は天然の良港を形成し，巻網漁業を中心とした

水産業が基幹産業となっている。

しかし，近年の水産業の不振，少子高齢化によって，昭和３２年の町制施行当時約

９０００人いた人口は，現在，約３５００人にまで激減している。, ,
このような厳しい環境の中ではあるが，島の人々は互いのつながりを大切にしなが

ら，島民あげて島の活性化に努めている。

（２）学校教育分野の特徴等

， 「 」 。 ，同地区は 町制施行当時から 教育の町 を自認してきた 当時の行政はもちろん

島内の学校に勤務する教師集団は，責任とプライドをもって奈留町の子どもたちの教

育に携わってきた。また，学校と保護者・地域との信頼関係も厚く，地域には子ども

を温かく見守り，学校と一体となって育もうとする教育風土がある。

現在，本地区には小学校が２校（平成１９年度に統合予定 ，中学校と高校が各１）

校ある。児童生徒は，いたって純朴であり親和的な学校生活を送っているが，少子化

の進行により，平成２０年度以降は小学校第１学年から高校第３学年までの全学年が

単学級となる。

五島市立奈留中学校と長崎県立奈留高等学校は，平成１３年度から連携型の中高一

貫教育を実践してきた。今日に至るまで，次のような指定研究を継続推進してきてい

る。

・昭和 ～ 年度 中高連携による学習指導法についての研究（県教委）58 60
・平成 ７～ ８年度 中高連携教育推進調査研究校（県教委）

」 （ ）・平成 ９～ 年度 ｢しま 振興若者定着事業に伴う中高連携教育推進校 県教委10
・平成 ～ 年度 中高一貫教育実践研究（文部省）10 12
・平成 ～ 年度 中高一貫教育開発指定校（文部科学省）13 18

（３）連携型中高一貫教育の本格実施（平成 年度から）13
この中で，具体的に次のような取り組みを行ってきた。

① 学力充実のための６年間を見通した学習指導の充実
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・相互乗り入れ授業 ・６年間を一貫したシラバスの活用 ・中学校第３学

年生対象の基礎学力定着度調査 ・公開授業をとおしての研修交流

・郷土学習「奈留・実践」の系統的指導

なお，公開授業をとおしての研修交流，朝の読書，各種検定試験（漢検・英検）

の合同受検などは，平成１３年度以降，小学校も加えて実施してきた。

② 異年齢集団活動の推進

・中高合同行事（ペーロン大会・体育大会・百人一首大会）の実施

・中学校第３学年と高１による体育の合同選択授業 ・合同部活動

③ ６年間の一貫した進路指導，生活指導

・中高合同進路指導主事会 ・中学校第２・第３学年対象の高校進路指導主事

による講話 ・中学校第３学年対象の高校生面接指導見学 ・中学校第３学

年の高校生合格体験発表会への参加

・毎金曜日の中高生徒指導主事会 ・夏季休業中の小中高合同夜間巡視

奈留地区小中高一貫教育は，これまでの中高一貫教育のうえに小学校を加えて

１２年間を見通した教育計画として再構成し，少子過疎化に伴う児童生徒数減及

び学校規模の縮小といった教育活動上の制約を克服するための有効な方策として

平成１７年度から研究協議を進め，教育特区の申請が認定されれば平成１９年度

に一部試行，平成２０年度から本格実施の予定である。

５ 構造改革特別区域計画の意義

本地区では，小学校第１学年から高校第３学年までの１２年間を「４・３・５」のま

とまりに区分して教育課程を編成する 「４ （小学校第１学年～第４学年）を前期教。 」

育 「３ （小学校第５学年～中学校第１学年）を中期教育 「５ （中学校第２学年～ 高， 」 ， 」

校第３学年）を後期教育と位置づけ，中高一貫教育の成果の継承発展と課題の克服を 志

向しつつ，新たに小中高一貫教育の充実を目指す。

小学校第１学年～第６学年に「英語科」を新設し，生きた英語学習，国際社会に対応

できるコミュニケーション能力の基礎を育成するとともに，英語検定の積極的な受検を

促進していく。

さらに，中期教育のうち，小学校第５・第６学年に一部教科担任制を取り入れる。

また 「特別活動」と「総合的な学習の時間」を統合して標準授業時数を減じ 「奈， ，

留・実践」を新設 「ふるさと 「かがやき 「あすなる」の３分野に再編するとともに，。 」 」

小中高相互の乗り入れ授業，ＴＴ（チームティーチング ，少人数指導，さらには合同 行）

事や合同部活動などの異年齢集団活動，地域の人材の活用を積極的に図る （減じた 時数。

は国語，算数・数学，中学校英語に上乗せする）

以上のことから，次のような教育的効果が期待できると考える。

（１） 教育水準の維持・学力の向上

少子過疎化に伴う生徒数の減少，平成２０年度以降の小学校第１学年から高校第

３学年までの単学級化，学校規模の縮小に伴う教員数の減少等によって懸念される

教育水準の低下を防ぎ，学力の充実向上を図ることができる。また，１２年間を見

通した教育課程を編成することによって，小中高における学習内容の重点指導項目

を整理し，効率的な学習指導ができるようになる。

（２） 円滑な校種間の接続
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「４・３・５」の区分で教育課程を編成することにより，校種間の円滑な接続が

可能となる。すなわち，小学校への英語科の導入，算数・数学における具体的思考

から抽象的思考への移行等，校種が変わり学習内容が難化することによる学習上の

児童生徒のつまずきを緩和することができる。

（３） 個に応じた細やかな指導

学年のまとまりを短期に設定することによって，つまずきを見つけた時，溯って

直接指導するフィードバックが容易になる。前期・中期で細かな指導が実施される

ことにより，後期教育の成果に期待がもてる。

また，小中高相互の乗り入れ授業，ＴＴ，少人数指導，さらには小学校高学年に

おける一部教科担任制の導入によって，免許外指導に頼らない専門教師による直接

指導や個々の児童生徒の状況に応じたきめ細やかな指導が可能となり，基礎学力の

定着・向上が期待できる。

， ，さらに 小中高の教員が連携・協調して１２年間の継続指導を行うことによって

一人ひとりの児童生徒の成長過程や個性を把握することができ，一貫した指導体制

のもとで個に応じた細やかな支援ができる。そのことによって， ％の学力保障100
・進路保障を目指す取り組みや児童生徒の深い理解に基づいた進路指導，生活指導

等の生き方指導が可能となる。

（４） 態度面の成長

各期の最高学年に，態度面における成長が期待できることから，特に前期・中期

教育において身近な最高学年の態度に接することができ，一味違う新鮮さやあこが

れをもつであろうと推測される。中学２年生にとっては，高校３年生の進路実現を

目指す真剣な学習態度や生活態度は，生きた進路指導になると思われる。

（５） 社会性や豊かな人間性の育成

異年齢集団活動をとおして，社会性や豊かな人間性，リーダーシップの育成に効

果を上げることが期待できる。

また，地域の人材の活用，今後さらなる少子化の進行に伴う町の行事との合同化

を図ることによって，地域と学校とが一体化した教育環境の中で，たくましい児童

生徒の育成が期待できる。

（６） 郷土意識の深まりと将来に対する主体的な関わり

「特別活動 「総合的な学習の時間」の統合再編による郷土学習・進路学習によ」

って，郷土に対する理解や問題意識，自分の将来に対する児童生徒の自主的・主体

的態度を育成する指導が可能となる。

６ 構造改革特別区域計画の目標

（１） 基本的な方針

奈留地区における小中高一貫教育の基本方針を次のように設定した。

「 」 ，奈留の子どもは奈留で育てて社会に送り出す という共通認識に立って

小学校・中学校と高校とが同じ教育観のもとで連続性・系統性のある教育活

動を推進し，確かな学力と豊かな人間性を育んで地域から信頼される学校づ

くりに努めるとともに，郷土を愛し，国家や国際社会に貢献できるたくまし

い人材を育成する。
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さらに，小中高一貫教育としての教育目標を次のように設定した。

自ら学び，自ら生き方を切り拓き，夢を実現できる児童生徒の育成を図る。

「自ら学び」は主として前期教育の 「自ら生き方を切り拓き」は主として中期，

教育の 「夢を実現できる」は主として後期教育の目標をそれぞれ端的に表すもの，

として意義づけている。１２年間を通して，主体的にたくましく自己実現を果たす

ことのできる児童生徒の育成を目指すものである。

この中で，①学力向上と，②社会力（豊かな心とたくましさ）の育成を２本の柱

として目標に掲げた。

（２） 各期の教育目標

① 学力向上

前期 基礎基本の定着を図り，自ら学ぶ姿勢を身に付けさせる。

中期 基礎基本の習熟を図り，問題意識を持って学ぶ姿勢を身に付け

させる。

後期 基礎基本を応用して，自ら課題を設定し，自ら解決する深い学

びの力を養わせる。

② 社会力（豊かな心とたくましさ）の育成

学校生活や集団生活への融和を図り，協調性を身に付けさせる。

前期 基本的な生活習慣を身に付け，将来の社会生活への基礎を培わ

せる。

集団の多様な人間との交流の中で，進んで体験を重ね豊かな情

中期 操を育ませる。

社会や世界について広く学習し，職業や人間の様々な生き方を

学ばせる。

自己を見つめ，地域や社会の一員としての自覚を深めさせる。

後期 自己理解を深め，将来に向けて目標の設定をするとともに，個

性や能力を磨いて主体的・意欲的に自己の夢の実現を果たしてい

くたくましさを身に付けさせる。

（３） 目標達成のための具体的方策

① 学力向上の取り組み

・ 国際社会に対応できる英語力，コミュニケーション能力を育成するため，小学校

第１学年から第６学年に「英語科」を新設する。また，中学校第１～第３学年の英

語を増時間する。

・ 基本教科の国語，算数・数学を増時間して基礎学力の充実・向上を図る。

・ 小中高の教員の研修交流を推進するとともに，小学校第５・第６学年に一部教科

担任制を取り入れ，中高教員の専門性を生かした基礎学力の充実を図る。

・ 小学校第６学年の「英語科」においては，平成２０年度４月から中学校第１学年

の教科書を早期使用する。また，平成２１年４月から中学校第１・第２学年におい

ても順次上学年の教科書を早期使用する。

② 社会力（豊かな心やたくましさ）育成の取り組み

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」を統合して「奈留・実践」を新設し，
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次の３分野に再編して，前期・中期・後期のそれぞれの発達段階に応じた連続性・

系統性のある教育活動を行う。異年齢集団活動，児童生徒及び教員の交流，地域の

人材の活用を積極的に推進する。

「ふるさと」 「かがやき」 「あすなる」

７ 構造改革特別区域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効果

離島である本地区においては，少子化の進行によって平成２０年度以降小学校第１学

年から高校第３学年まで単学級となる。その中にあって，島の中に高校を存続させ，地

。区内の小中高に勤務するすべての教職員が連携して１２年間一貫継続した指導に当たる

また，小学校第１学年～第６学年に「英語科」を新設する。

これらのことから，次のような経済的社会的な効果が期待されると考える。

（１） 地域の教育ネットワークの形成

小中高間での児童・生徒の交流や教職員の交流，カリキュラムの一貫化を通して

小中高間の連携を強化することで，地域社会の期待に応え，信頼される学校づくり

に邁進しようとする教師団の教育的情熱を結集する強い教育ネットワークを形成す

ることができる。

（２） 地域の学校教育の活性化

小中高一貫教育の実践によって，地域の学校教育を活性化することができる。す

なわち，保護者・地域の要望を吸い上げながら学校は広報活動を行うなど，双方向

性を持った開かれた学校づくりが従来よりも進んだものとなる。

（３） 国際感覚の育成

小学校から英語科を導入することで，コミュニケーション能力が育成され，外国

語や異文化への興味関心が高まり，国際感覚が養われていくとともに，中学校英語

へのスムーズな移行が図られる。

また，英検取得生徒数の増加も見込まれる。

（４） 主体的な郷土意識の育成

自分の住む奈留町の歴史・文化を学び，奈留を愛し，奈留の未来を考える学習を

系統的に行うことにより，少子化・人口減少が続く郷土の未来の在り方を自主的・

主体的に考えることのできる人材を育成することができる。

（５） 社会の変化に対応できる人間の育成

１２年間の一貫教育を通して，めまぐるしく変化するであろうこれからの社会を

見据え 「生きる力」としての「確かな学力 「豊かな心 「健康・体力の向上」の， 」 」

育成をめざした創意と特色ある教育課程を実践することによって，主体的・創造的

に生きる人材を育てることができる。

（６） 保護者の負担軽減

保護者にとって，小学校から高校まで島内で学ばせることは教育費の負担軽減に

つながる。また，島内に高校が存在することによって，島としての奈留町の活力維

持も期待できる。

８ 特定事業の名称

８０２ 構造改革特別区域研究開発学校設置事業

８１９ 構造改革特別区域研究開発学校における教科書の早期給与特例事業
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９ 構造改革特別区域において実施し又はその実施を促進しようとする特定事業に関連す

る事業その他の構造改革特別区域計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項

（１） 「奈留地区小中高一貫教育推進委員会」の設置

本地区における小中高一貫教育の導入に向けて，目標や基本方針，実施細目を検

討・協議するための研究組織として，五島市教育委員会教育長を会長，長崎県立奈

留高等学校長を副会長に充て，平成１７年６月１０日に立ち上げた。

（２） 教職員研修の充実

・ 小学校第１学年から「英語科」を導入するのに伴い，ＡＬＴの活用，ＴＴ，乗

り入れ授業等に関する指導技術・指導法に関する研修や情報通信ネットワーク活

用研修等，教職員研修を充実させる。

・ 小中高一貫教育実践校を視察研修することにより，研修結果を共有する。

・ 学力向上に関する小中高合同の話し合いをもち，指導の在り方について一貫性

のある方向性の探求を継続する。

（３） 中高一貫教育の実効の検証と発展

これまで実施してきた「連携型中高一貫教育」の実効を検証しつつ，新たな「小

」 ， 。中高一貫教育 へと発展させるために 具体的な取り組みについての協議を深める

（４） 転入してくる児童生徒等に対する補充的な授業の実施

転入学時の課題となる，他校と教育課程が異なることに伴う授業内容等の差を補

完するため，転入生に対して英語等に関する必要な授業を行う。

（５） 内部評価及び外部評価の実施

平成１９年度以降，毎年，年度末において事業に対する内部評価（教職員）及び

外部評価（保護者・学校評議員等）を行い，次年度への取り組みに反映させる。
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別紙（１）

１ 特定事業の名称

８０２ 構造改革特別区域研究開発学校設置事業

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者

五島市立奈留小学校，船廻小学校，奈留中学校

なお，船廻小学校は，平成１９年４月１日，奈留小学校に統合予定

３ 当該規制の特例措置の適用の開始の日

平成１９年４月１日

４ 特定事業の内容

（１）事業に関与する主体

五島市

（２）事業が行われる区域

五島市の区域の一部（奈留小・船廻小・奈留中校区）

（３）事業の実施期間

平成１９年４月１日から下記「５（２ 」の教育課程の基準によらない部分が）

教育課程の基準になるように学習指導要領が改訂されるまで

平成２０年度末に事業全体について評価，必要に応じて見直しを行う

（４）事業により実現される行為や整備される設備等

① 小中高一貫教育として，４年・３年・５年のまとまりに配慮した１２年間一貫

の教育課程を編成する。

② 小学校第１学年から第６学年に「英語科」を新設する。

③ 現行の「特別活動」及び「総合的な学習の時間」を統合・再編成して「奈留・

実践」を導入する。

④ 小学校第６学年の「英語科」では中学校第１学年の教科書を早期使用する。中

学校第１・第２学年においても上学年の教科書を早期使用する。

④ 現在の奈留中学校舎に前期および中期教育に該当する学年（小学校第１学年～

中学校第１学年）を，現在の奈留高校舎に後期教育に該当する学年（中学校第２

学年～高校第３学年）を収容して，２つの校舎で教育活動を行う。

⑤ 奈留中学校の校舎は強度がやや弱体化しているが，当面，既存のものに一部改

修を加えて使用する。今後，改築の予定である。

５ 当該規制の特例措置の内容

（１） 取り組みの期間

認定日以降，平成１９年４月から一部試行，２０年度から本格実施の予定。

２０年度末に事業全体についての見直しを行う。
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（２） 教育課程の基準によらない部分

① 小学校第１学年から小学校第６学年に「英語科」を新設する（ 総合的な学習の「

時間」を削減）

・ 小１～小４ 年間各１７時間

・ 小５及び小６ 年間各３０時間

② 小学校第１学年から中学校第３学年に「奈留・実践」を新設する（ 特別活動 ，「 」

「総合的な学習の時間」を統合・再編）

・ 小１ 年間３４時間

・ 小２ 年間３５時間

・ 小３～中２ 年間各８８時間

・ 中３ 年間１２３時間

③ 次の各教科の時数増（ 総合的な学習の時間 ，中学校第２学年の「選択教科」「 」

を削減）

・国語科（小学校第１学年から中学校第３学年まで）

小１ １７時間， 小２ １８時間，

小３・小４ ２５時間， 小５・小６ １２時間，

中１ １９時間， 中２・中３ １２時間）

・算数・数学科（小学校第３学年から中学校第２学年まで）

小３・小４ １０時間， 小５・小６ １５時間，

中１ １０時間， 中２ ２５時間

・英語科（中学校第１学年から第３学年まで）

中１ １８時間， 中２・中３ ３０時間）

（３） 規制の特例措置の必要性

Ａ 「英語科 （小学校第１学年～第６学年）」

離島である本地区では異文化・異言語にふれる機会・手段は限られており，児

童生徒にとって学校（教育）に依存しているのが実情である。

そこで，本地区の２校の小学校（平成１９年度から１校に統合）では，平成１

５年度から学級担任とＡＬＴ（本島在住の唯一の外国人）及び中学校の英語教諭

も乗り入れた３人体制のＴＴで，小学校第１・第２学年においては教育課程枠外

で，小学校第３学年においては総合的な学習の時間の国際理解分野で，英語科を

実施してきた。学習内容は児童の身近にあるものを中心とした単語や挨拶等，ゲ

ームを通してのくり返し学習が中心で「読み・書き」は扱わず 「聞く 「話す」， 」

活動に重点を置いてきた。その結果 「生きた英語」に触れることによって，児，

童の英語学習に関する興味・関心が高まってきた。

， ， ，しかし 中学校入学後 基礎学力検査の結果や児童・生徒の実態を見てみると

， 。基礎基本がなかなか定着せず 学習到達度の個人差も大きいことは否定できない

そこで，１２年間を通して一貫継続した系統的な指導を行うことで，豊かな国

際感覚を身につけさせたい。英語による自己表現力，実践的なコミュニケーショ

ン能力の基礎，さらに 後期教育において習熟度別，進路別学習の充実を図るこ,
とで，基礎基本の定着，発展的学力の育成を目指したい。
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Ｂ 「奈留・実践 （小学校第１学年～中学校第３学年）」

年々過疎化・少子化が進行している奈留町で育つ児童・生徒は大半が将来奈留

を離れて暮らすことになる。彼らがどこで生きることになっても，自分の出自に

誇りをもち，自分らしさを失わず，周囲と協調しながら，堂々と前進して行くこ

とのできる力の根っこを育んで送り出したい。

そのために，これまで校種ごとに個々に行ってきた「特別活動」と「総合的な

学習の時間」の内容を整理・統合し，長期的な視点で，段階的に児童・生徒の生

きる力・能力の発達を促す，奈留地区の児童・生徒に相応しい独自の「奈留・実

践」として開設することとした。時数については「特別活動」のすべてと「総合

的な学習の時間」の一部を再編している。

「奈留・実践」において身に付けさせたいものは 「たくましさ」と「人間的，

な豊かさ」である。学習内容は，３分野で構成する。①奈留の自然や文化を学ぶ

「ふるさと ，②集団や社会の一員としての自覚や実践力を高める「かがやき ，」 」

③よりよい自らの在り方や人間としての生き方を探求し，各自の夢の実現を目指

す「あすなる」の３つである。

また，３分野とも，

ア 自分で考え，行動する体験学習や異年齢合同活動を多く取り入れる

イ 地域の講師，ＴＴによる指導，グループ学習等，多彩な関わりを設定する

ウ 生活科で培った自分と「ひと，もの，こと」との関わりを生かしながら，社

会・理科・道徳とも関連づける

に配慮したものとした。学習内容の構成と概要は次の通りである。

分 野 概 要

① ふるさと奈留の「ひと・もの・こと」について学習し

ふるさと 理解する。

奈 ② 郷土を愛し，郷土の発展に貢献しようとする態度や郷

留 里に対する誇りを醸成する。

・ ① 基本的な生活習慣を身に付ける。

実 かがやき ② 集団や社会の構成員である自覚を深める。

践 ③ 生活を充実・向上させ，心身ともに輝かせる。

① 正しい自己理解に基づいて，自分の生き方を探究する。

あすなる ② 将来への夢と展望を持ってたくましく自己実現できる

能力や態度を身に付ける。

（４） 計画初年度の教育課程の内容等

Ａ 「英語科 （小学校第１学年～小学校第６学年）」

〈カリキュラム編成のねらい〉

○ 小学校第１学年から高校第３学年までの１２年間を見通した指導カリキュラム

を編成する。

○ 前期（小学校第１～第４学年）では「書くこと 「読むこと」の指導は行わず，」

「聞く」活動 「話す」活動をとおして英語学習への興味・関心，意欲の喚起，，

国際理解の指導に重点を置く。

中期（小学校第５学年～中学校第１学年）では前期に学習した英語表現をもと
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に「読む 「書く」活動を通して，文字と音声の関係や英文のルールを理解し，」

さらにコミュニケーション能力を高めていく。

後期（中学校第２学年～高校第３学年）では発展的なコミュニケーション能力

の育成と個々の習熟度や進路に応じた学習指導をめざす。

○ 小学校第６学年では中学校第１学年の教科書を早期使用することによって，中

学校英語への円滑な接続を図る。中学校第１・第２学年においても，それぞれ上

学年の内容の一部を前倒しして学習させ，オーラル学習，習熟度別学習，進路別

学習の充実を図る。

○ 小学校英語科における教材は，自主教材を使用する。

〈指導計画〉

各期の到達目標 指導内容

前 期 英語のリズム表現などに触れ 言語文化などに興味を持つとともに 英語を, , , ,
使って 進んでコミュニケーションを図ろうとする。,

中 期 英語に対する興味関心をさらに高め 英語の文字と音声の関係や英文のルー,
ルを習得し 英語を用いたコミュニケーションに慣れる。,
幅広い情報や考えを英語で理解したり表現する能力を高め 実践的なコミュ,

後 期 ニケーション能力を養うとともに 生徒の多様な進路に応じた実践的な英語力,
を身につけさせる。

授業形態・使期 指 導 内 容学 年 時間数

用教材等知識・理解・表現 国際理解

・ゲームや歌などを通して ・帯時間を

小 英語のリズムに慣れ親し 利用※1 17
む ・ とのALT

TT
小 ・自主教材前 2 17

【聞くこと・話すこと】 ・外国の風俗・文化・習慣 ・帯時間を期
小 ・ＡＬＴの生きた英語（強勢・リズム・イ ・行事に興味を持つ 利用※3 17

ントネーションなど）を聞き，身近な英 ※ＡＬＴにさまざまなトピ ・ とのALT
TT語や身振りなどの非言語手段を用いて答 ック（文 化・風俗・習慣

小 える など）を１時間に１つ紹 ・自主教材4 17
・話し手の意向などをおおむね理解する 介してもらう

・簡単な英文を聞き，答える

【読むこと・書くこと】 ・外国の風俗・文化・習慣

・アルファベットやローマ字を手がかりに ・行事に興味を持ち調べ

簡単な単語を書く る ・ とのALT
5 TT小 ・身近な単語の意味を考え理解しながら読30

む ※英語やＡＬＴとの関わり

・前期で学習した英文の内容を考え理解し を通じて 世界の国々及び ・自主教材,
ながら，書いたり読んだりする 我が国の言葉や文化につ中

いて関心を持ったり，調

べたりする・英検５級の取得を視野に入れる

・中１の内容の一部前倒し ※社会科や総合的な学習と ・ との期 ALT
be TT動詞、簡単な一般動詞の疑問文・否 関連させる

定文等 ・自主教材・小中高合同インタナショ

小 ・中１の教6 30 ナルデー（仮称）実施。
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科書使用・英検５級の取得を目指す （研究発表，英語劇，歌，暗

唱，弁論等）

・イングリッシュキャンプ・小６の内容の復習

（五島管内のＡＬＴ・中２の内容の一部前倒し の実施

中 過去形・未来形等 ・ との1 ALT123 の招致）

TT(＋ （中１～中２）

・英検４級の取得を目指す18)

・増時間でリーデイング、リスニング、会

話、異文化の学習など

《基礎力定着度調査》

・中１の復習

中 ・中３の内容の一部前倒し ・ との2 ALT135
TT(＋ 受動態・現在完了等

・中高合同スペリングコンテストを実施30)
・英検３級を視野に入れる

・増時間でリーデイング、リスニング、

会話、異文化の学習など

《アチ－ブメントテスト（仮称 》）

・中２の復習 ・ とのALT
TT・高１の内容の前倒し

中 五文型・時制等 乗り入れ3 135 ・イングリッシュキャンプ ・

授業(＋ ・英検３級の取得を目指す の実施

・増時間でリーデイング、リスニング、 ・習熟度授30) （五島管内のＡＬＴの招致）

会話、異文化の学習など （中３～高２） 業

また，基礎練習や発展練習後

県立高校入試問題で全員が８割以上取・

れる力をつける

進 学 就 職 オーラルコミュニケーショ

中学校の復習（１学期中に終了） ンⅠの授業を通して、語学

SHOW〈 英 Ⅰ 〉 力を高めると同時に（

AND TELL, SPEECH,・仮定法を含めす ・教科書レベルの英

べての文法事項 単語をしっかりと を頻繁に取り入れ期 DEBATE
を終了させる ２ マスターさせる ることにより国際理解に努（

学期中） ・教科書の英文を声 める） ・ とのALT
1 2000 TT高 ・英単語 語レ を出して読めるよ176

ベル うにする ・進路希望

・リスニングﾞ対策 ・基本的な英文法を 別授業

・速読対策を定期 理解させる

的に取り入れる （構文集の徹底） ・習熟度別交換留学生との交流会

授業・英検準２級を視 ・全員の英検３級の

野に入れる 取得を目指す

〈オーラルコミュニケーションⅠ〉

・恐れずにＡＬＴと会話ができる自信と学
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力を養う。

・リスニングとスピーキング能力の強化

（ を頻ＳＨＯＷ ＡＮＤ ＴＥＬＬ， ＳＰＥＥＣＨ，ＤＥＢＡＴＥ

繁に取り入れる）

・基本的な会話表現を理解する

〈 英 Ⅱ 〉

・２学期までに英 ・公務員対策、ＳＰ

Ⅱの教科書を終 Ｉ対策のための英

了し、３学期か 語を開始する

らリーデイング ・就職試験で問われ

の教科書に移行 る英単語力、文法 ・ とのALT
TTする 力の強化（構文集

・英単語 語レ の徹底）3000
ベル ・公務員試験で問わ ・進路希望

・リスニング対策 れる長文読解力の 別クラス

高 ・速読対策を定期 強化 編成2 175
的に入れる。

・英検準２級の取

得を目指す。成

績上位生徒には後

２級を挑戦させ

る

〈オーラルコミュニケーションⅠ〉期

・恐れずにＡＬＴと会話ができる自信と学

力を養う

・リスニングとスピーキング能力の強化

（ を頻ＳＨＯＷ ＡＮＤ ＴＥＬＬ， ＳＰＥＥＣＨ，ＤＥＢＡＴＥ）

繁に取り入れる

・基本的な会話表現を理解する

〈リーデイング〉 〈英語Ⅱ〉

・教科書を１学期 ・教科書を１学期で

で終了させる 終了させる ・ とのALT
TT・２学期からセン ・２学期から公務員、

高 ター試験対策を 就職試験(ＳＰＩ)3 175
行う 対策 ・進路希望

・英単語 ～ 別クラス4000
語レベル 編成5000

センター試験受験

者は１６０点以上 公務員試験、就職

取れる力をつけさ 試験に合格できる

せる 力をつけさせる。

※ 小学校第１～第４学年の帯授業については，小学校における「業間」の時間などを

利用することにより１５分程度に分割し，コマ数を増やして英語に触れる機会を多く

設け，教育効果を高めたい。

（４） 評 価

① 評価観点
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Ａ コミュニケーションへの関心・意欲・態度

Ｂ 理解・表現

Ｃ 国際理解

② 評価規準

学年

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生評価観点

①英語を使って楽しく活動しよう,
としている。

②進んでコミュニケーションを図ろＡ

うとしている。 英語を使ったコミュニケーション活動を先生や

クラスの友達と積極的に楽しんでいる。

①英語のリズムや音声に慣れる。

②英語を聞いたり話したりすることに慣れる

相手の伝えたいことをおおまかに理解する。Ｂ

④アルファベットや文字のかたまりを手がかりに

簡単な英語を理解している。

⑤簡単な英文のルールを理解している

⑥簡単な単語や文を表記することができる。

①英語の歌やゲームなど外国

の文化に親しんでいる。 外国の生活や文化言葉に興味を持っている。,
③日本の生活や文化などの比較によりいろいろなＣ ,
価値観やものの見方があることを知る。

＊ 観点別評価は，段階的に観点項目を増やし，精度を上げながら小学校第１学年から

小学校第６学年まで行う。

Ｂ 「奈留・実践 （小学校第１学年～中学校第３学年）について」
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ふ る さ と
〈各期の到達目標〉

○ ふるさと奈留町の伝統文化を体験させ，そのよさや意義を学ばせる。
前期 ○ 自分が生まれ，育ってきたふるさとに対する興味・関心を広く喚起し，様々な観点から

問題意識を持たせる。

○ ふるさと奈留町の伝統文化を体験させ，そのよさや意義を学ばせるとともに，継承して
いこうとする態度を育成する。

中期 ○ ふるさと奈留町に対する問題意識・課題意識を明確にさせ，体験学習や調べ学習を通し
て問題探求の仕方を身に付けさせるとともに，自分のアイデンティティーや生き方，郷土

貢献の在り方を考えさせる。

○ ふるさと奈留町の伝統文化を体験させ，そのよさや意義，地域の歴史・文化の特性を考

察する態度を育成する。
後期 ○ 日本や世界におけるふるさと奈留町の特徴を客観的にとらえ，郷土の発展・向上に努め

る態度を育成する。
また，地域の活動に進んで参加し，地域社会の一員としての自覚を深め，郷土を愛し，

郷土に誇りを持って生きる姿勢を身に付けさせる。

〈指導内容〉

期 学年 指 導 内 容 授業形態

○ 伝統文化の体験と継承「鳴神太鼓」 ○校外学習
○ ふるさと奈留町にはどのような特徴があるか，様々な観点から調べさ

小３ せる （地理的特徴や自然，生活，伝統文化，言い伝え等） ○ＴＴ。
・ 学習テーマを広く設定し各児童の興味・関心を喚起する。

前期 ・ テーマの設定や学習方法については教師が例示するなど適切に助 ○グループ
言・支援を行う。学習を進めるに当たっては，体験学習・調べ学習 学習

小４ を中心とする。
・ 児童の持つ素朴な疑問や気づきを重んじる。 ○異学年あ

○ ボランティア活動（地域清掃・福祉活動 。 るいは各）
期のまと

○ 伝統文化の体験と継承「ペーロン」 まりによ
○ 奈留町の持つ特徴，問題や課題について探求し，自分とふるさととの る合同学

小５ 関わりについて考えさせるとともに，地域貢献の在り方を考えさせる。 習
（奈留町の「自然と環境問題 「歴史・文化 「生活・福祉 「産業と」 」 」

中期 小６ 企業 「水産教室」等）」
・ 調べ方，探求の方法やまとめ方を学習させる。

中１ ・ 図書館の活用，インターネットの利用の仕方も学ばせる。

・ 職場見学，職場訪問等，体験学習を積極的に取り入れる。 ○地域人材
○ ボランティア活動（地域清掃・福祉活動 。 の活用）

○ 伝統文化の体験と継承「ペーロン 「奈留町音頭（女子 」」 ）
○ 地域の行事に積極的に参加させて郷土理解を深め，自分の生き方を考
察する姿勢を身に付けさせる。

中２ （郷土行事「文化祭 「体育祭 「ロードレース大会 「夏祭り等 ）」 」 」 」

○ 郷土を客観的にとらえる視点から調査・研究をまとめ，レポートを作
成させる（中学校第３学年：卒業研究）
・ テーマは中期で探求した題材から選択させ，深化させるように指

後期 中３ 導する。
・ 中２の学校行事である修学旅行における研修成果を教材として，
日本の中の奈留という視点を持たせる。
・ 効果的なプレゼンテーションの方法も学習させる。

○ ボランティア活動（地域清掃・福祉活動 。）

高１ ○ 伝統文化の体験と継承「ペーロン 「奈留町音頭（女子 」」 ）
～ ○ 郷土料理（ただし，家庭科の授業で実施）
高３ ○ ボランティア活動（地域清掃・福祉活動 。）
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か が や き

〈各期の到達目標〉

前期 ○ 学級や学校の一員としての自覚を深め，基本的生活習慣や社会性の基礎を育成する。

中期 ○ 学校や社会における自己の役割を理解させ，集団生活の中で自分を生かしながら，協力してよりよい生活を築こうとする自主的・実践的
な態度を育成する。

， ， ，後期 ○ 学校や社会の一員として 積極的に社会に参画しようとする実践的な態度を育てるとともに 将来の自己の生き方についての自覚を深め
自己を生かす能力を育成する。

〈指導内容〉

指 導 内 容

日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること

希望や目標を持っ 基本的な生活習 望ましい人間 学校図書館 心身ともに健康で 学校給食と その他期 学年 学級や学校の生活の充実
て生きる態度 慣の形成 関係の育成 の利用 安全な生活態度の 望ましい食と向上に関すること

育成 習慣の形成

・学期の反省 ・トイレと手洗 ・楽しい歓迎 ・本と友達 ・学校のきまり ・給食のき ・運動会・学級の係を決めよう
・夏休みを振り返 い 遠足にしよ になろう ・登下校のしかた まり を成功・学級の目標を決めよう
って ・上手な掃除 う ・健康診断の受け ・給食週間 させよ小１ ・○○会を開こう
・もうすぐ２年生 ・雨の日の遊び ・６年生を送 方 の取組み う・学級の問題を話し合おう

・休みの過ごし る会 ・交通ルール
方 ・歯と健康

・目の健康
・かぜの予防

・学期の反省 ・掃除の仕方 ・楽しい歓迎 ・本と友達 ・学校のきまり
・夏休みを振り返 ・雨の日の遊び 遠足にしよ になろう ・登下校の安全前期
って ・休みの過ごし う ・健康診断の受け小２
・もうすぐ３年生 方 ・気持ちのよ 方

い挨拶 ・交通ルール
・６年生を送 ・歯と健康
る会 ・目の健康

・かぜの予防

・学期の反省 ・雨の日の遊び ・楽しい歓迎 ・読書に親 ・歯と健康
・もうすぐ４年生 ・休みの過ごし 遠足にしよ しむ方法 ・目の健康小３

方 う を考えよ ・かぜの予防
・６年生を送 う
る会

・学期の反省 ・雨の日の遊び ・楽しい歓迎 ・読書に親 ・歯と健康
・もうすぐ５年生 ・休みの過ごし 遠足にしよ しむ方法 ・目の健康小４

方 う を考えよ ・かぜの予防
・６年生を送 う
る会

・学級の係を決めよう ・学期の反省 ・休みの過ごし ・楽しい歓迎 ・読書に親 ・歯と健康歯肉炎 ・給食のき ・運動会（ ）
・学級の目標を決めよう ・１年間の反省 方 遠足にしよ しむ方法 ・目の健康（環境 まり を成功
・○○会を開こう ・家庭学習の進め う を考えよ と食生活） ・給食週間 させよ小５
・学級の問題を話し合おう 方を考えよう ・６年生を送 う ・かぜの予防（イ の取組み う

・もうすぐ最高学 る会 ンフルエンザ）
年

・学級の係を決めよう ・学期の反省 ・休みの過ごし ・楽しい歓迎 ・読書に親 ・歯と健康歯肉炎 ・給食のき ・運動会（ ）
・学級の目標を決めよう ・家庭学習の進め 方 遠足にしよ しむ方法 ・目の健康（環境 まり を成功
・○○会を開こう 方を考えよう う を考えよ と食生活） ・給食週間 させよ小６
・学級の問題を話し合おう ・卒業式に向けて ・６年生を送 う の取組み う
・感謝の気持ちを表そう る会 ・修学旅

行の計中期
画

・卒業文
集

学級や学校の生活の充実 個人及び社会の一員としての在り方，健康や 学業生活の充実，将来の生き方と進路の適切な
と向上に関すること 安全に関すること 選択に関すること

（ 奈留・実践」の「あすなる」と連動させて（高１からは「ホームルームや学校の生 「
学習させる）活の充実と向上に関すること となる」 ）

・中学生活を始めよう ・食べ方・暮らし方で健康に ・中学校では何を学ぶのか
・学級の組織と自分の役割 ・自分を知る，友達を知る ・なぜ，今学ぶのだろう
・話し合い活動と学級づくり ・コミュニケーションを豊かに ・学習の達人になろう中１
・学級生活を見つめよう ・将来の人生を脅かすもの ・長い休みに自分の力を伸ばそう
・もうすぐ２年生 ・体育大会は何のためにある？ ・夢や希望を大切にしよう

・悩みや不安は誰にでもある ・将来の設計と進路の選択
・自分を見つめ，特長を知る
・学級の外へ飛び出して活動しよう
・あなたは「中学生」ですか？
・女子と男子，ちがう？同じ？
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学級や学校の生活の充実 個人及び社会の一員としての在り方，健康や 学業生活の充実，将来の生き方と進路の適切な
期 学年 と向上に関すること 安全に関すること 選択に関すること

（ 奈留・実践」の「あすなる」と連動させて（高１からは「ホームルームや学校の生 「
学習させる）活の充実と向上に関すること となる」 ）

・１年生の自分と２年生の自分 ・自分らしく生きる ・選択教科と奈留学
・みんなで伸びる学級を ・なぜ人は働くのだろう ・なぜ人は学ぶのだろう
・仕事への挑戦 ・健康な毎日を送るために ・自分の学習を振り返ろう
・中学校生活ど真ん中 ・安全な生活と自分 ・自分の学びを考えよう
・学級の生活を見直そう ・休日から広がる新しい世界 ・自分の進路を考えるために中２
・最上級生に向けて ・自分らしさを生かそう ・自分が生きる自分の道

・人間関係を大切に ・自分の将来をデザインしよう
・社会に生きる一員として
・ストレスと上手につきあおう
・地球に生きる一員として

・１年間の見通しを持とう ・充実した学級生活を送ろう ・希望の実現に向けて ・選択教科を生かそう
・学級生活を見直そう ・生き方について考えよう ・進路を考えよう ・進路の選択に向けて
・学級活動を見直そう ・心身ともに健やかに ・長期休業を生かそう ・進路の最終決定をしよう ・自分の道を切り拓こう後期
・思い出に残る行事にしよう ・ふれあいから学ぶ新しい自分 ・自分を信じて中３
・思い出に残る学級にしよう ・高度情報通信社会に生きる
・中学時代のまとめをしよう ・地域や社会とともに ・社会の一員として生きる
・夢に向かってはばたこう ・国際社会に生きるあなたに

・悩みと上手につき合おう ・感謝の気持ちを表そう

・クレペリン検査 ・同和教育 ・諸調査・家庭学習調査共 通 高１・２

・課題研究 ・交通講話 ・自己分析・職業研究準備・歓迎遠足 のみ

・課題研究発表準備 ・課題研究発表会 ・職業研究 ・ライフプラン発表会高１ ・高総体壮行式

・薬物乱用防止講話 ・進路講演会 ・小論文学習・高総体報告会 ・競技大会

・進路希望別ガイダンス ・合格体験発表会・生徒総会

・中高合同ペー

・同和教育 ・課題研究 ・交通講話 ・諸調査・家庭学習調査 ・職業・学部学科研究ロン大会

・課題研究ガイダンス ・研究課題設定 ・進路講演会 ・小論文学習高２ ・文化祭

・研究活動計画書作成 ・しおりの作成 ・進路希望別ガイダンス ・合格体験発表会・体育大会準備

・薬物乱用防止講話・体育大会予行

練習

・同和教育 ・課題研究 ・交通講話 ・諸調査・家庭学習調査 ・自己分析・目標設定・生徒会役員立

・課題研究発表会 ・入試・入社試験研究会演説会

・薬物乱用防止講話 ・入試・入社試験研究まとめ・駅伝・マラソ

・小論文学習 ・ディベート高３ ン大会

・進路講演会 ・特別講座・中高合同百人

一首大会
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あ す な る
〈各期の到達目標〉

前期 ○ 自分自身について考えたり，身の回りの人の気持ちを考えたりすることを通して感謝す
る気持ちやよりよく生きようとする力を育成する。

中期 ○ 社会を広く見つめ，様々な人間の生き方を学ぶことを通して，これからの自分の生き方
や将来について考え，自己実現を果たそうとする力を育成する。

○ 職業への理解を深め，自己理解をもとに，進路の計画と選択ができるようにする。
後期 ○ 将来の生活において，社会的，職業的な自己実現ができるようにする。

○ 自分の適性に応じた進路を主体的に選択し，自己実現を図っていくための能力や態度を
育成する。

〈指導内容〉

期 学年 指 導 内 容 授業形態

○ 自分のよさや，友達のよさに気づくことなどを通して，自分につい ○校外学習
て考えさせる。

小３ ・ 自分のよさや友達のよさをカードに書いて発表し合う。 ○ＴＴ
・ よさを発見するエクササイズを行う。

イ・ 生活や学習の中でよさを生かす計画を立て，実践する。 ○ゲストテ
前期 ーチャー

○ 地域の方の生き方にふれることで，感謝の気持ちを持ち，夢や希望
をもって生きようとする態度を育成する。 ○グループ

小４ ・ 日頃からお世話になっている方と話をしたり，一緒に活動したり 学習
する。
・ 感謝の気持ちを表す方法を考え，伝わるように実践する。

○ 施設・職場見学等を通し，働くことの大切さや苦労を理解するとと
小５ もに，体験したことと生活や職業との関連を考えることができるよう

にする。
・ 奈留町の施設や職場を見学したり，調べたりする。
・ 見学したり体験したりしたことをまとめ，発表する。

○ いろいろな人の生き方にふれ，社会生活にはいろいろな役割がある
中期 ことやその大切さがわかり，自分の将来について考えることができる

小６ ようにする。
・ 奈留町以外の施設や職場を見学したり調べたりする。
・ 見学したり体験したりしたことをまとめ，発表する。

○ 職業適性検査や職業講話などを通して進路への関心を高め，将来へ
の志望を持つことができるようにする。

中１ ・ 職業適性検査をしたり，職業講話を聴いたりする。
・ 自分の夢に向かって具体的な目標を立て，その目標に対して日々
実践する。

○ 職場体験学習を通して，進路の適性を検討し，将来への展望を確か
中２ なものにする。

・ 職場体験学習を行う。
・ 職場体験の経験をもとに，働くことの意味を考え，発表する。

○ 奈留高校体験入学や先輩の合格体験発表等を参考に進路を選択する
ことができるようにする。
○ 「あすなる」の総まとめとして，よりよい進路や生き方を目指して

中３ 自ら課題を見出していくことの大切さを理解させ，課題レポートを作
成させる。
・ 奈留高校体験入学を行ったり，先輩の体験発表を聴いたりする。
・ 自分の成長の跡を確認し 「あすなる」の学習でこれまで身に付，

後期 けてきた知識や技能を生かして，課題レポートを作成する。

○ 様々な職業を知り，職業についての総合的・現実的な理解に基づい
高１ て将来を設計し，進路目標を定めることができるように指導する。

・ 自分の将来の職業に関する資格や，そのための知識，技能，進学
先などについて，具体的に調べる。

○ 卒業後の進路や職業の動向について，多面的に情報を集め，希望進
高２ 路に関する研究を深めさせる。

・ 卒業後の具体的な進路について，自分の特性を考慮しながら，必
要な情報を収集する。

高３ ○ 将来設計，進路計画の見直し検討を行い，希望進路を実現させる。
・ 将来設計，進路計画の見直し・検討を行う。
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中
１

中
２

小
１

小
２

小
３

小
４
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（５） 現行の教育課程から削除した部分について

○ 小学校第１学年から中学校第３学年までの「特別活動 （全時間削除）は，その」

内容を整理・再編して，発展的に「奈留・実践」で学習させることができると考え

ている。

○ 小学校第３学年から中学校第３学年までの「総合的な学習の時間 （全時間削除）」

は，その内容を整理・再編して，発展的に「奈留・実践」で学習させることができ

ると考えている。

○ 小学校第３学年から中学校第３学年までの「総合的な学習の時間 （全時間削除）」

は その一部 中学校第２学年においては 選択教科 １５時間削除も含む を 国， （ 「 」 ） 「

語 「算数・数学 「英語」に増時間する。その分については，自ら課題を見付け，」， 」

自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育て

ることができるように探求活動に力点を置いて，学習指導要領における「総合的な

学習の時間」のねらいを実現できるように実施する。

○ 中学校第２学年の「選択教科 （１５時間削除）は 「国語 「数学 「英語」の」 ， 」， 」

増時間の一部として活用する 「選択教科」の持つ補充・発展的な学習としての趣。

旨はこのことで達成できると考えている。

○ 「奈留・実践」では，１２年間を見通した系統的な計画により学年の重複をなく

し，効率的な積み上げができるため，設定時数内でも「特別活動 （全時間削除）」

及び「総合的な学習の時間 （全時間削除）を十分に補完できると考えている。」

学年 削減する時数 統合・再編後の時数

特別活動（－ ３５ｈ） 奈留・実践（８８ｈ）

小３・小４ 総合学習（－１０５ｈ） 英語（１７ｈ ，国語（２５ｈ ，算数（１０ｈ）） ）

計（－１４０ｈ） 計（＋１４０ｈ）

特別活動（－ ３５ｈ） 奈留・実践（８８ｈ）

小５・小６ 総合学習（－１１０ｈ） 英語（３０ｈ ，国語（１２ｈ ，算数（１５ｈ）） ）

計（－１４５ｈ） 計（＋１４５ｈ）

特別活動（－ ３５ｈ） 奈留・実践（８８ｈ）

中 １ 総合学習（－１００ｈ） 英語（１８ｈ ，国語（１９ｈ ，数学（１０ｈ）） ）

計（－１３５ｈ） 計（＋１３５ｈ）

特別活動（－ ３５ｈ） 奈留・実践（８８ｈ）

中 ２ 総合学習（－１０５ｈ） 英語（３０ｈ ，国語（１２ｈ ，数学（２５ｈ）） ）

選択教科（－ １５ｈ）

計（－１５５ｈ） 計（＋１５５ｈ）

特別活動（－ ３５ｈ） 奈留・実践（１２３ｈ）

中 ３ 総合学習（－１３０ｈ） 英語（３０ｈ ，国語（１２ｈ））

計（－１６５ｈ） 計（＋１６５ｈ）

（６） 本計画と憲法，教育基本法，学校教育法の示す学校教育の目標との関係について

本計画での自己理解や生き方探求，自然や人々との豊かな関わり・体験を通して

「生きる力」を育成することは，教育の目的である人格の完成，自主的精神に満ち

た心身ともに健康な国民の育成等を示した教育基本法第１条に適合すると考える。
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さらに，児童生徒の心身の発達段階に応じた教育内容であり本地区の実情に配慮

したきめ細かな指導と継続的な指導により，郷土学習や進路選択能力の育成を目指

している。このことは，学校教育法第１７条，同第１８条，同第３９号，同第３６

条に示された小・中学校の教育目標に合致している。

なお，本計画を実施した場合においても，日本国憲法第２６条や教育基本法第３

条で保障したに等しく，能力に応じる教育を受けることは確保されており，法的に

も適合している。

20



別紙（２）

１ 特定事業の名称

８１９ 構造改革特別区域研究開発学校における教科書の早期給与特例事業

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとする者

五島市立奈留小学校，船廻小学校，奈留中学校

なお，船廻小学校は，平成１９年４月１日，奈留小学校に統合予定

３ 当該規制の特例措置の適用の開始の日

平成２０年４月１日

４ 特定事業の内容

（１）事業に関与する主体

五島市

（２）事業が行われる区域

五島市の区域の一部（奈留小，船廻小，奈留中鉱区）

（３）事業の実施期間

平成２０年度４月から下記「５（２）教育課程の基準によらない部分」が教育

課程の基準になるように学習指導要領が改訂されるまで

（４）事業により実現される行為や整備される設備等

特例措置により小学校に設置する英語科において，小学校第６学年から中学校第

１学年の教科書を使用する。

（なお，２１年度以降，中１・中２についても上学年の教科書を使用し，最終的

に小６から中２においてそれぞれ次学年の教科書を早期使用する予定である ）。

５ 当該規制の特例措置の内容

（１） 取り組みの期間

平成２０年度４月から実施し，同年度末に事業全体について評価，見直しを行

う。

（２） 教育課程の基準によらない部分

① 小学校第１学年から小学校第６学年に「英語科」を新設する（ 総合的な学習の「

時間」を削減）

・ 小１～小４ 年間各１７時間

・ 小５及び小６ 年間各３０時間

② 小学校第１学年から中学校第３学年に「奈留・実践」を新設する（ 特別活動」「

「総合的な学習の時間」を統合・再編）

・ 小１ 年間３４時間

・ 小２ 年間３５時間
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・ 小３～中２ 年間各８８時間

・ 中３ 年間１２３時間

③ 次の各教科の時数増（ 総合的な学習の時間 ，中学校第２学年の「選択教科」「 」

を削減）

・国語科（小学校第１学年から中学校第３学年まで）

小１ １７時間， 小２ １８時間，

小３・小４ ２５時間， 小５・小６ １２時間，

中１ １９時間， 中２・中３ １２時間

・算数・数学科（小学校第３学年から中学校第２学年まで）

小３・小４ １０時間， 小５・小６ １５時間，

中１ １０時間， 中２ ２５時間

・英語科（中学校第１学年から第３学年まで）

中１ １８時間， 中２・中３ ３０時間

（３） 教科書給与特例の部分

小学校第６学年で中学校第１学年の教科書を使用することにより，中学校英語

への円滑な接続を図る。

また，小学校第６学年から中学校第２学年において上学年の教科書を早期使用

することにより，次の実効を目指す。

ア 児童生徒の学習に向かう意識を高める。

イ 自己の課題に主体的に取り組む。

ウ 異文化の理解を深め，広く柔軟な考え方を醸成する。

① 移行する内容

ア 小学校第６学年に，中学校第１学年の教科書を使い，基礎基本となる 動be
詞，日常的に頻出する一般動詞，数の聞き方を取り扱う。

beイ 中学校第１学年に，中学校第２学年の教科書を使い，一般動詞の過去形，

動詞の過去形，過去進行形，未来形を取り扱う。

ウ 中学校第２学年に，中学校第３学年の教科書を使い，受動態，現在完了形を

取り扱う。

＊ イについては２１年度以降，ウについては２２年度以降

② 上学年の教科書の使用について

小学校第６学年に中学校第１学年の教科書を，中学校第１学年に中学校第２学

年の教科書を，中学校第２学年に中学校第３学年の教科書を早期給与する。

なお，各学年で使用する教科書は下表の通りである。

学年 年間授業時数 上学年から移行する主な内容 使用する教科書

○ 動詞（現在） 中学校第１学年用教科書be
○ 動詞（疑問文・否定文be
・答え方）

（ ， ， ，小６ ３０ ○ 一般動詞 have like play
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， ）practice want
How many○ 数の聞き方（

～？）

○ 一般動詞（過去形） 中学校第１学年用教科書

中１ １２３ ○ 動詞（過去形） 及びbe
○ 過去進行形 中学校第２学年用教科書

○ 未来形

○ 受動態 中学校第２学年用教科書

中２ １３５ ○ 現在完了 及び

中学校第３学年用教科書

（４） 計画初年度（平成２０年度）に早期給与を受ける児童生徒数及び早期給与する

教科書の種類・冊数の見込み

学年 児童生徒数 早期給与する教科書の種類 冊数 備考（早期給与校）

小６ ２６ 中学校第１学年用 英語 ２６ 奈留小学校

（５） 平成２１年度に早期給与を受ける児童生徒数及び早期給与する教科書の種類・

冊数の見込み

学年 児童生徒数 早期給与する教科書の種類 冊数 備考（早期給与校）

小６ １９ 中学校第１学年用 英語 １９ 奈留小学校

中１ ２６ 中学校第２学年用 英語 ２６ 奈留中学校

（６） 平成２２年度に早期給与を受ける児童生徒数及び早期給与する教科書の種類・

冊数の見込み

学年 児童生徒数 早期給与する教科書の種類 冊数 備考（早期給与校）

小６ ２６ 中学校第１学年用 英語 ２６ 奈留小学校

中１ １９ 中学校第２学年用 英語 １９ 奈留中学校

中２ ２６ 中学校第３学年用 英語 ２６ 奈留中学校
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